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Abstract：Currently, among which is the development of solid academic plus if taken in the course 
of study, “evaluation” solid for its academic achievement has been closed up as educational issues. 
During such thing, actual classes, how evaluation activities specifically incorporated into teaching, 
is whether we will go the security of solid academic it is a big challenge.
As one of the direction of solving this problem, referred to as “the integration of instruction and 
assessment” and the like. This is referred to as “positioned in the teaching learning activities as a 
deliberate planning of teacher evaluation activities”. Rather than by way of top-down leadership 
is like “Please 〜”, it is intended to be guidance for children will encourage their own learning. 
That is, by the aim of “integration of instruction and assessment”, positioned in learning actively 
assessment activities, learning of children is something proactive, encouraging the acquisition of 
solid academic in children it is enabled.























































































































































































































































































































































































こ れ ま で と 同 じ く
「６年１組の学び」
を活用してスピーチ
として伝わりやすいように工夫するよう助言した。こ
うしたスピーチメモや原稿をつくることにおいて子ど
もたちは，改めて自分の学んだことをより焦点化し，
活用させることで定着を図ることにつながる。いわゆ
る堀江の言う蓄積した「学級独自の観点（学級文化）」
を活用して，一人ひとりがどんな「言葉の学びをした
のか」について，自分の言葉でメモさせる場となるの
である。さらに，その観点で相互評価し，それを目に
見えるようにすることで，「言葉の学び」はよりはっ
きりしたものになるのである。
　このスピーチ活動における評価の観点は，自分の
「賢治論」をより効果的に伝えるために必要な部分を
選んで，結論がよ
くわかるように話
すことができてい
るかということで
ある。
　実際にスピーチ
をするにあたって
は，次に示す写真のように自分のポートフォリオをプ
レゼンテーションしながら，賢治論のよさをスピーチ
していった。
　一方聞き手の子どもたちは，スピーチの評価として
次の２つの観点をもとに評価した。
観点１． 賢治論を伝える上で効果的な内容が含まれて
いるか
観点２． 「６年１組の学び」を適切に使えているか
この２つの観点をあたえて仲間のスピーチを評価する
ことによって，仲間の賢治像のよさ（内容面）とその
内容を効果的に伝える表現の工夫（形式面）の両面の
よさを見とることにつながる。
　実際は２つの観点で一度に聞き分けるのは不可能で
あるため，それぞれの観点で聞くために１人２回ずつ
スピーチを行った。
　まず，１回目の観点１については，下の写真のよう
な評価シートを用い，スピーカーの最も伝えたいこ
と，そのスピーカーならではの表現などを聞き取り，
メモして目に見える形にするものである。
　この聞き取りに際しては，子どもたちは，自分の賢
治論とのすりあわせを行い，価値あると思われるもの
を取り出していった。いわゆる情報の解釈を行いな
がら，取り出し，自分の意見・考えとのすりあわせを
行ったのである。堀江の論に照らすと「他者の表現を
通して，自分の位置を知る」ということを行ったこと
になる。
　さらに，観点２で評価する２回目のスピーチに関し
ては，次に示す写真の「６年１組の学びカード」を手
元に置いて，参照しながらスピーチの中に生かされて
いる学びに対する評価を行った。次に示したシート
は，スピーチの中にどの「学び」が活用されているの
かということを聞きとって目に見える形にしていくた
めのものである。
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　上のシートでは，「６年１組の学び」の通し番号と
ともにスピーチに使われている「学び」を取り出し
ている。これは，これまで蓄積してきた一般化され
た「学び」の意味を理解して結びつけることができて
いることの表れである。さらに注目すべきは，番号の
欄に「新」と記されているこのスピーチから見つけ
た「６年１組の学び」にはないと考えられる新たな学
びを発見しているところである。これは，スピーチの
内容や構成から学びを自らが生み出していることであ
り，具体的なスピーチの内容を抽象化して自分の言葉
で一般化したということである。例えば，上のシート
では，賢治の比較対象として別の偉人の伝記を読ん
だ経験を入れていたＩさんのスピーチから新しい学び
「賢治と例を比べている」を生み出している。これが
新しいクラスの学びとするかどうかは別として，この
ように「学び」として一般化してとらえることができ
れば，今後の学習においても活用することが出来る。
こうした姿は，「学びを活用する」の項でも述べたと
おり，「６年１組の学び」を繰り返し活用し，堀江の
言う「見通す―見取る―見返す」の過程を踏んだ学習
を積み重ねてきた成果であったのではないかと考え
る。
Ⅴ． 「学びの一般化」をもとに成り立つ「指導と評価
の一体化」
　今回の「宮沢賢治」の実践においては，次の２点に
おいて堀江の言う蓄積した「学級独自の観点（学級文
化）」である「６年１組の学び」を活用した。
　・ 「６年１組の学び」を活用して評価することで具
体的な内容や詳しい構成など実のある評価ができ
る評価の目を育てる。
　・ 「６年１組の学び」と照らし合わせながら，自分
の学びを見返すことで自らの学びの高まりをメタ
認知する。　
　そもそも蓄積した「学級独自の観点（学級文化）」
である「６年１組の学び」は，国語だけにとどまら
ず，各教科，領域において活用することが出来るいわ
ゆる「一般化された学び」の集まりであり，これを
活用できているかということを評価することが自ずと
学びを高める指導となる。これが「指導と評価の一体
化」であり，今回の実践においては，特に，第１次・
第２次の「見取る」段階において，「６年１組の学び」
を活用した相互評価・自己評価活動を入れることで子
どもたちの学びの高まりが見られた。これは，「見通
す」段階ですでにそれまでに蓄積された「６年１組の
学び」があり，オリエンテーションにおいて，どの学
びを活用できそうか，または，新たな学びが生まれそ
うだという期待感と見通しをもって学習に取り組んだ
結果ではないかと考える。さらには，「見返す」段階
で，仲間の表現を「６年１組の学び」と照らしながら
評価することで，自分自身が新たな学びを生み出すと
ころまで一般化された学びを意識し，使いこなしてい
る姿を見取ることが出来た。こうした子どもたちの学
びへの意識や評価の目を育てるための「指導と評価の
一体化」は，「見通す―見取る―見返す」の過程を踏
んだ学習の中で，「学びの一般化」をし，それを活用
していくことで成立するものであることが実感できた
実践であった。
　つまり，「指導と評価の一体化」を支えるのは，一
般化され，常に活用できる「学び」の蓄積であると言
える。そこで「指導と評価の一体化」に向けて教師に
求められるのは，この「一般化された学び」を子ども
たちの学びの中から生み出し，蓄積していくための学
習の工夫であると言えるのではないだろうか。
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